









































                 朝比奈 完
 ビデオデフェコグラフィーは排便機能を直腸肛門部
のX線透視画像で形態的に評価する方法である．平成
2年3月より第二外科肛門外来でビデオデフェコグラ
フィーを開始し，延べ63例に施行したが，従来の注腸
造影では得られなかった所見が多数，明瞭に描出され
た．今回はこれらのうち排便障害を訴えた症例の代表
的な形態的特徴につき報告する．
 排便障害を理由に検査を行なったもの55例で，背景
は女性46例，男性9例，平均年齢48．3歳であった．そ
のうち直腸瘤（rectocele）36例，重積30例，腸体腔
（enterocele）3例，直腸脱2例，恥骨直腸筋弛緩不全
3例，恥骨直腸筋奇異収縮8例，特に異常所見の見ら
れなかったもの9例であった（所見の重複を含む）、こ
れらの所見はビデオで動画として観察した方がより明
瞭であった．
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